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今年度の管内の実践から思うこと 

所長 片寄 泰史 

 今年度，管内においてもたくさんの小中・義務教育学校に指導主事が学校訪問させていただきました。

このコロナ禍においても学習指導要領やしまね教育魅力化ビジョンを踏まえ不断の努力で授業研究を

重ね，授業改善を図っておられる学校園に対して敬意を表します。その中で，ある中学校では，生徒の

実態を「自信がなく自己表出が苦手」「コミュニケーション力に課題がある」と捉え，生徒に育てたい資

質・能力を設定されました。そして，その育成に向けて各教科でできることまで具体化し，また，この

中学校でめざす授業（授業における子どもの姿）を「いろいろな意見や考え方を認めたり，わからない

箇所を質問したりし，他者とともに学ぼうとしている」「他者の話をしっかり聞き，自分の言葉でわか

りやすく表現しようとしている」というように具体的に位置付けて「見える化」し，教職員で共有され，

授業改善に取り組まれました。この取組による生徒の変容も見られています。 

 私は 10 年近く前に，ある研修を受けましたが，そのときに研修講師が話したエピソードが今でも心

に残っています。それは，各国から学生が参加して開催された国際会議での一コマの話です。10年も前

の話ですので，記憶に曖昧なところがありますが，およそ次のようなものでした。 

 その会議は，各国の学生一人ずつ 8名程度でグループを作り，決められたテーマで討論をするという

形式だったようです。すると，A 国の学生は，まさに自分がこのグループのリーダーだと言わんばかり

に，テーブルの中心の一番席に座ります。すると，B国の学生はそれなら自分は当然 A国に対峙する立

場だと対面に座ります。C国や D国もじゃあ次の席は当然自分だろうと座ります。このような中，日本

の学生はどうしたかというと，にこにこしながら「じゃあ，自分が議事の記録をします。」と言って，テ

ーブルの一番隅の席に座って，その後，喧々諤々と議論が行われる中で，黙々とパソコンで議事録を取

っていったそうです。これは，このグループの日本の学生がたまたまそうだっただけであって，他のグ

ループでは一番席に座って活発に議論をしていた学生もいたのかもしれませんが，研修講師の話では，

日本の学生はこのパターン（討論で積極的に自分の発言をしない。しかし，作成する議事録は正確なも

のである）が多いという話でした。つまり，語学力があり，議論全体を把握する力もあるのに，自分の

考えを出すことはしない。他者との議論や調整の場に積極的に関わって自分の意思表示や意思決定をし

ない姿が浮かび上がってきます。 

 内閣府の「日本の若者意識の現状～国際比較からみえてくるもの～」（「子供・若者白書」令和元年度

版）によると，日本の若者は「自分自身に満足している」「自分には長所がある」と感じている割合が諸

外国に比べて低いとともに，「社会をよりよくするため，私は社会における問題の解決に関与したい」

に「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と回答した割合が諸外国と比べて最も低かったという結

果が出ています。この調査結果からは，自分に自信がなく，社会の問題解決への関与意識が希薄な様子

が窺えます。 

 以上の話からまとめると，諸外国に比べて自信がなく意思表示や意思決定に積極的でなく，社会の課

題解決へ関わる思いが希薄である日本の若者像の傾向が見て取れます(もちろん個人差はありますが)。 

 管内でも，前述した中学校だけでなく，児童生徒の実態を「自己表出をすることが苦手」「指示待ちで

自分から動こうとしない」「積極的にコミュニケーションをしたがらない」と感じておられる小中・義

務教育学校が少なからずあると思います。 

 子どもたちの実態から，育てたい児童生徒像を明確にし，教職員で共有しながら授業

等における子どもの姿まで具体化し PDCA サイクルで回していくカリキュラム・マネジ

メントの取組の積み重ねが，今後の我が国の若者像をよりよい方向へ向けていくことに

なると信じています。 

最後に，私が前述した 10 年前に受けた研修の講師は，今後，児童生徒に必要なこと

は，自己決定，自己決断の場をたくさんもたせることだと話されたことを申し添えます。 

◇ 松江教育事務所報 令和３年度 第４号 ◇ 
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【よかった理由】（複数回答可）
授業・研修に係る訪問指導実施校 55 件の回答より

１．学校の主体的な取組を支援する訪問について 

今年度の学校訪問指導の実施総数は 451 回でした。中でも県の指定事業校を含む継続型訪問指導実施

校（11 校：102 回）は，目指す児童生徒像を明らかにし，カリキュラム・マネジメントや授業改善を積

極的に進められました。また，申請訪問指導実施校（31 校：51 回）についても，研究授業や校内研修を

機に，授業づくりについて主体的に学ぼうとする先生方の熱意を感じることができました。 

これらの学校で訪問指導事後アンケートを実施し，効果を検証しました。アンケートは，①研究授業 

及び協議，または校内研修の訪問指導後のアンケート（選択式），②継続型訪問指導終了後のアンケート

（記述式）の２種類です。下のグラフにあるように「とてもよかった」という回答が，①②ともに９割

以上で，概ね学校の期待に沿うことができたと受け止めています。 

また，学校訪問指導に対する要望として，「他の学校の訪問指導の際の指導案や授業動画など共有で

きるとよい」「継続型ではなくても，事前の相談や研究内容についての助言をもらうための訪問指導の

形はないか？」といったご意見がありました。これらを真摯に受け止め，来年度の訪問指導に生かして

いきたいと考えています。お忙しい中，アンケートにご協力いただきありがとうございました。 

２．授業改善推進並びに新任教職員の状況把握に係る訪問について 

中学校の新学習指導要領全面実施に伴い，「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」や学 

習評価を行うにあたり，その内容の一層の理解を図り，適切に進められることを目的に管内全中学校，

義務教育学校（後期課程）へ学校訪問を実施しました。各校の授業改善の方向性や指導と評価の一体化

について，考える機会として活用していただきました。 

今年度新設した「新任教職員の状況把握に係る訪問」では，新任教職員，管理職及び指導教員からの 

聞き取りを実施しました。勤務の状況を把握するとともに，新任教職員の思いを受け止め，必要に応じ

て助言したり，校内の支援体制について協議したりしました。また，市教育委員会や島根県教育センタ

ー等の関係機関と連携して，その後の支援につなげることができました。 

授業改善に役立った。 45 
校内研究推進の機会となった。 40 
学習指導について理解が深まった。 31 
教員の研修意欲を高める機会となった。 30 
教材について理解が深まった。 29 
「主体的・対話的で深い学び」について理解が深まった。 24 
求められる学力について理解が深まった。 17 
県が目指す教育の方向・施策，新学習指導要領の趣旨につ

いて理解が深まった。
9 

今年度の学校訪問指導を振り返って 

①授業・研修に 

係る訪問指導 

【４件法による訪問指導事後評価】 【授業・研修に係る訪問指導の感想
（抜粋）】

○教科のねらいに迫るためのＩＣＴ機
器の活用，ＮＨＫ for School の活用
について学べた。 

○質問に答える形で講義してもらった
ので，困っていたこと，疑問に思って
いたことを明らかにできてよかった。 

○指導助言の際，主体的・対話的な学び
のポイントを分かりやすく説明して
もらい理解が深まった。 

【継続型訪問指導の感想（まとめ）】 

○本校の研究内容を踏まえて，単元構想
の段階から丁寧に関わってもらった。 

○参考になる資料や関連する事例を紹
介していただき，より深く指導を受け
ることができた。 

○些細なことでも気軽に相談できるの
がよい。 

○子どもたちの実態に合わせてどう
したら力をつけることができるの
か共に考えてもらった。 

○年度の早い時期から何度も指導して
もらえる継続型は，研究の推進にとて
も有効だと思う。 

回答数：11校
（小学校 8 校， 
中学校 3校） 

回答数：55件
（小学校 38件，
中学校 17 件」

②継続型訪問指導 
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新学習指導要領実施に伴い４年間実施してきた悉皆訪問は今年度で終了しますが,「主体的・対話的で
深い学び」を実現するための授業改善について,各校の取組をさらに後押ししていきたいと考えていま
す。そこで,各学校のニーズに応じた,よりきめ細かな支援をするため「支援・相談型訪問指導」を新
設します。「研究の進め方が分からない」「授業づくりについて相談したい」「とりあえず普段の授業を見
に来てもらって,授業改善への意識を高めたい」など,ぜひご活用ください。 

＊詳細は４月１日付けで送付予定の来年度実施要項でご確認ください。 

種 類 種 別

Ⅰ 授業改善推進に
係る訪問指導

①継続型訪問指導

②研究推進型訪問指導

③授業力向上型訪問指導

④支援・相談型訪問指導 

Ⅱ 幼小接続に係る
訪問指導

①校内研修に係る訪問

②幼小交流に係る訪問指導

Ⅲ  初任者※研修,経
験者研修（教諭）に
係る訪問指導 

※初任者 
＝新規採用の 

教諭のこと 

①初任者の状況把握に係る訪問
（５月～７月）

②初任者研修に係る訪問指導
（９月～）悉皆悉

③教職経験６年目研修（教諭）及び中
堅教諭等資質向上研修（教諭）に係
る訪問指導

Ⅳ 養護教諭,栄養
教諭,事務職員等
の研修・職務に係
る訪問指導

①新任教職員の状況把握に係る訪問
（５月～７月）

②新任教職員研修に係る訪問指導
（７月～１２月）   

③教職経験６年目研修及び中堅教諭
等資質向上研修に係る訪問指導

④学校の希望による訪問指導

Ⅴ 生徒指導に係る
訪問指導

①県事業実施校訪問指導

②学校の希望による訪問指導

Ⅵ 特別支援教育に
係る訪問指導

①特別支援学級新任担当者対象
訪問指導         

②通級指導教室新任担当者対象
訪問指導      

③新設通級指導教室訪問指導

④にこにこサポート事業実施校訪問

⑤学校の希望による訪問指導

Ⅶ 特別支援教育支援専任教員による学校訪問支援    

来年度の学校訪問指導について 

６年研,中堅研の校内研修を進め
たいけれど,教科のことやカリキ
ュラム・マネジメントのことがよ
くわからなくて,チームの協議が
進まないのよね…。 

課題研究の方向性についての
相談,授業づくりの事前協議,
研究授業当日の助言・指導等,
経験研の OJT を支援します。 

今の授業を,もっと子ども主体の授
業にしていきたいけれど,どこか相
談できるところはないかなあ。 

授業づくりや評価について,個
人,学年部,教科部といった個
別の相談もできます。新設の支
援・相談型で気軽に呼んでくだ
さい。

養護教諭や事務職員から職務につ
いて相談されたが,専門的なこと
はわからなくて……。 

経験研の授業づくりや,専門
的な職務について,個別に相
談することも可能です。事務
所から教育センターや保健体
育課の担当指導主事につなぎ
ます。 

クラスに支援が必要な子どもが複
数いて,どうしていいかわからな
くて…。 

特別支援教育支援専任教員は,
特別支援学級の相談だけでな
く,通常の学級の相談も受け付
けています。困ったら管理職に
相談のうえ,まずは遠慮なくお
電話ください。 

新設
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今年度の複式教育推進指定校事業では安来市立比田小学校など県内３校が複式教育特に学年別指, ,
導の研究を進めました。比田小学校は昨年までの研究を基盤にしながら授業研究をとおして授業改,
善に取り組まれ１２月８日（水）には５・６年算数科の授業と研究協議を公開されました。,
比田小学校では研究主題「自分の思いや考えをもちともに学び合う子どもの育成 ～複式学級に, ,

おける個や集団の学びを生かした算数科の授業づくりを通して～」のもと次の二つの視点から研究,
に取り組まれました。 ①子どもが や課自分たちで学習したと実感できるような学年別指導の学び方
題設定課題提示の仕方 の活用方法を工夫する。 ②数式図表グラフ文章等の表現を活用して, ,ICT , , , , ,

する。考えをもつ活動を継続的に取り入れ考える過程を共有できるように工夫,
公開日５年「面積の求め方を考えよう」 時間目６年「考える力を伸ばそう」 時間目の授, 7/11 , 1/2

業では学年ごとにガイド（その日の担当の子ども）の進行で進みました。ここでは５年の単元４時, ,
間目（三角形）と７時間目（台形）に出た考えとその共有の様子を紹介します。

～複式教育推進指定校事業 比田小学校の取組から～

「三角形の面積の求め方を考えよう」４時間目
【個人思考】

５人がそれぞれ自分の考えを図や式言葉で上記,
のようにかき表しました （Ｃ児はＢ児と同じ）。
【集団思考】
Ａ児から順にＥ児まで発表した後Ｄ児の考えに,
対してＥ児から質問が出ました。,
Ｅ児： 真ん中」って書いてあるけどどういう「 ,
ふうに切るんですか。
Ｄ児： 真ん中」じゃなくて・・・。「 ,
Ａ児：上の点からまっすぐ切る？
Ｔ：上の頂点から底辺に垂直に下ろした直線で
いいかな。

【まとめ】
Ｃ児：まとめは「三角形の面積は長方形や平行四辺, ,
形にして求めることができる」でいいですか。
全員：いいです。

「台形の面積の求め方を考えよう」７時間目
【個人思考】

【集団思考】
Ａ児：Ｃ児のやり
方は ちょっと大変,
そうだけど たして,
求める式もあると
思いました。
・・・・・

, , ,Ａ児：台形を使って一つはそのままもう一つは
点Ｄから下ろした線で切ったけどあとは時間がな,
かったから・・・ 他の子どもたちといっしょに上記（
のように自分のﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞをかき上げる）
【まとめ】

Ｅ児：台形の面積は長方形や平行四辺形や三角,
形になおして求めることができる。

日頃から６年生がﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞにかく様子を見て参考にしようとしており個人思考ではすべての子ど,
もが自分の考えを詳しくﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞに表現していました。集団思考では既習の図形に倍積変形等積, ,
変形分割すれば新しい図形も面積を求められることを見つけていました 「真ん中」など曖昧な言語, 。
表現への疑問から図形の構成要素に着目しより的確な表現につなぐこともできました。次の時間す, , ,
べての方法がもとの図形の底辺（上底や下底）と高さを使っていることから公式を導きました。
研究協議では自分たちで学習を進める「ガイド学習」や自分の考えを丁寧に表現する指導を低学, ,

年から継続していくこと教師は個や全体のつまずき等を捉え思いを受け止め助言することの大切さ, , ,
など参考になったという意見が多く聞かれました。,

、 。 。*注：子どもの考えは 子どもがかいた図や文を記録者がかき写したもの 囲みは他の子どもたちの助言でかき加えたもの
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安来市 ICT 活用教育について 

                    安来市派遣指導主事 宮廻 繁 

 今年度から２年間の計画で安来市では,「安来市 ICT 活用教育研究指定校事業」を伯太中学校区の小中学校で

取り組んでもらっています。指定校事業では，教科等の特質に応じ，ICT を活用し，「個別最適な学び」の成果

を「協働的な学び」に生かし,更にその成果を「個別最適な学び」に還元するなど，両方の学びを一体的に充実

していくことを目指しています。 

 校区の５校は市内の教職員に向け,以下の授業公開に併せ,今年度の取組について発表しました。 

学校名 学年 教科等 単元名 ICT の利活用場面 

母里小 ２年 生活科 
もりっこ町の 

たんけんたい 

町探検で知ったことや調べたことを紹介するためにタブレット端末のホ

ワイトボードアプリを使い,グループで協働してまとめる。 

赤屋小 3・4年 国語科 
想像したことを

伝え合おう

物語文から読み取ったことをタブレット端末のホワイトボードアプリで

共有し,自分や友達の考えの変容をアンケート作成・管理ソフトを使い確

認する。 

井尻小 １年 算数科 かたちあそび 
身の回りにある形を見つけ,タブレット端末のホワイトボードアプリで作

ったクイズをもとに,学び合う。 

安田小 ６年 理科 電気と私たちの生活 実験結果や考察を電子黒板に表し,クラスで共有し話し合う。 

伯太中 １年 
総合的な 

学習の時間 

ふるさと伯太町を

知る

地域についてフィールドワークで学んだことをグループごとにプレゼン

テーションソフトでまとめ,学校と地域をオンラインで結び発表会をす

る。 

 指定の各校は,ICT の活用自体が目的化しないよう留意しながら,全ての子どもたちの可能性を引き出すこ

と,「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善を進めることを目標にこれからも日々取り組んでい

きます。市内の学校でも情報を共有し,子どもたちのために ICT 活用教育の更なる推進を図っていきます。   

令和３年度 生徒指導担当者研修について 

松江市派遣指導主事  小原亜子 

松江市では，例年，各校の生徒指導主事，主任等を対象にした「生徒指導担当者研修」を実施しています。

今年度は１１月１９日に，高知市教育研究所副所長兼教育支援センター長 吉本恭子氏を講師としてお招きし，

「楽しい学級・学校づくりのために～Q-U の結果を活用して教師力アップ～」，「みんなを幸せにするブリーフ・

ミーティングの理論と実践」をテーマに研修をしていただきました。 

研修では，「児童生徒の『問題行動を減らす』のではなく『適切な行動を増やす』など『学級担任二つの姿勢

と五つの指導』」，「アンケート Q-U を効果的なツールとしてどのように活用していくのか」など参加者がすぐに

でも実践したくなるような話でした。                （ブリーフ・ミーティング演習の様子）

また，ブリーフ・ミーティングの演習では，研修参加者の 7名にブリ

ーフ・ミーティングを体験してもらいました。学校で実施されているケ

ース会議は「時間がかかる」「具体的な対応方針がなかなか見い出せな

い」ことが課題であるという声を耳にしますが，今回の演習では，参加

者が解決志向でアイデアを出し合うことによって，最後には対応方針が

明確になりました。研修参加者からは，ぜひ学校で実践したいとの声が

聞かれました。 

今後，研修を受けられた先生方を中心に各校でブリーフ・ミーティングが実践されることを願っています。

※ブリーフ・ミーティングのメリットは，「３０分でスッキリ！」「メモをとらず，一つのホワイトボードに記録す

ることで課題に集中でき，ゴールがわかりやすい」など解決志向でアイデアが出やすい会議方法です。 



松江教育事務所

月  日（曜） 研　修　会　等 会　　　　場
１４（木） 新任教職員研修に係る連絡協議会（小学校・中学校各校方式・養護教諭・栄養教諭) 各学校（オンライン）

１５（金） 新任教職員研修に係る連絡協議会（中学校拠点校方式) 各学校（オンライン）

１９（火） 全国学力・学習状況調査 各学校

２０（水） ゼロから学びたい先生のための教科教育研修（中学校免許外：技術） 浜田教育センター

新任講師等・講師等対象授業づくり研修（第１回） 各学校（オンライン）

小・中学校特別支援学級,通級指導教室新任担当教員研修（第１回） 島根県教育センター

ゼロから学びたい先生のための教科教育研修（中学校免許外：美術・保体） 浜田教育センター

２３（月） 教育施策説明会（小・中学校長対象） 松江合同庁舎

管理職研修（新任校長　第１回） 各学校（オンライン）

小・中学校事務職員新任事務リーダー研修（第１回）　 島根県教育センター

２５（水） 新任特別支援教育コーディネーター研修 島根県教育センター

管理職研修（新任副校長・新任教頭　第１回） 島根県教育センター

小・中学校新任研究主任等研修 松江合同庁舎

ゼロから学びたい先生のための教科教育研修（中学校免許外：家庭） 浜田教育センター

３１（火） 日本語指導が必要な児童生徒研修（新任担当者） 出雲合庁

１（水） ゼロから学びたい先生のための教科教育研修（中学校免許外：音楽） 浜田教育センター

キャリア教育研修 各学校（オンライン）

生徒指導主任・主事等研修 松江合同庁舎

特別支援学級担任スキルアップ研修（第１回） 島根県教育センター

特別な支援のための非常勤講師（にこにこサポート事業）研修 松江合同庁舎

複式学級新任担当者研修 各学校（オンライン）

１０（金） 小・中学校事務職員主事研修（第１回） 島根県教育センター

１７（金） 小・中学校事務職員事務主幹研修（第１回） 島根県教育センター

人権教育等担当主任研修 松江合同庁舎

特別支援教育専門性向上研修 島根県教育センター

管理職研修（２年目副校長・２年目教頭　第１回） 島根県教育センター

中・高等学校体育実技研修（～２３日） 松江合庁・松江市総合体育館

２４（金） 特別支援学級担任３年目研修 島根県教育センター

２９（水） 小・中学校等校長学校経営実践研修 各学校（オンライン）

３０（木） 主幹教諭研修（新任） 島根県教育センター

１（金） 主幹教諭研修（２年目） 島根県教育センター

７（木） 管理職研修（新任副校長・新任教頭　第２回,３年目副校長・３年目教頭） 島根県教育センター

１５（金） 学校図書館活用研修 島根県教育センター

２７（水） ふるさと教育研修 島根県教育センター

３０（土） 科学の甲子園ジュニア島根県予選大会 　　(未定）

１８（木） 小・中学校特別支援学級,通級指導教室新任担当教員研修（第２回） 各学校（オンライン）

１９（金） 初任者研修連絡協議会　※養護教諭と栄養教諭の連絡協議会は８/25 松江合同庁舎

２６（金） 小・中学校教務主任研修 松江合同庁舎

２１（水） 新任講師等・講師等対象授業づくり研修（第２回） 島根県教育センター

２２（木） 中学校体育教員武道研修（柔道・剣道） 島根県立武道館・職員会館

６（木） 栄養教諭研修 島根県教育センター

小・中学校事務職員事務主幹研修（第２回） 浜田教育センター

通級による指導担当教員等研修 松江合同庁舎

１２（水） ミドルリーダー育成研修第１回 ～１３日（木） 三瓶青少年交流の家

１８（火） 小・中学校等教頭学校運営実践研修 各学校（オンライン）

２７（木） 健康教育（学校保健）研修 松江合同庁舎

３０（日） しまね数リンピック 松江合同庁舎 他

２（水） 管理職研修（新任校長　第２回,２年目校長） 島根県教育センター

1８（金） 小・中学校事務職員事務リーダーフォローアップ研修 島根県教育センター

2４（木） 管理職研修（新任教頭　第２回,２年目教頭） 島根県教育センター

２５（金） 小・中学校事務職員主事研修（第２回） 島根県教育センター

２（金） 小・中学校事務職員新任事務リーダー研修（第２回） 島根県教育センター

６（火） 島根県学力調査（～７日；２日間で実施する場合） 各学校

日本語指導が必要な児童生徒研修 島根県教育センター

小・中学校特別支援学級,通級指導教室新任担当教員研修（第３回） 島根県教育センター

２０（金） 特別支援学級担任スキルアップ研修（第３回） 島根県教育センター

３１（火） 管理職研修（新任副校長・新任教頭　第３回） 各学校（オンライン）

２ ２４（金） ミドルリーダー育成研修（第２回） 島根県教育センター

３ ２７（月） Ｒ５初任者研修連絡協議会（第１回） 各学校（オンライン）

○　指定研修等を中心に記載しています。
○　今後,変更になる可能性があります。必ず「令和４年度島根県教職員研修計画一覧表」で確認願います。
○　初任者研修,経験者研修（６年目,中堅）,能力開発講座等については掲載していません。
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